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I. 医学および医療の水準の向上への貢献が日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会の独自
の活動を以下に留意して記載をしてください。 
a. 特に学術的に重要と考えられるもの 
1）学術大会 
・第 123 回日本医史学会総会・学術大会（2022/5）、土手健太郎会長、愛媛県医師会館（愛媛） 
・第 124 回日本医史学会総会・学術大会（2023/6）、町泉寿郎会長、二松學舍大学九段校舎（東京） 
・第 125 回日本医史学会総会・学術大会（2024/9予定）、瀧澤利行会長、水戸市民会館（茨城） 
2）学術雑誌 
・日本医史学雑誌第 68 巻（2022）、第 1～4 号（第 2 号は総会抄録号） 
・日本医史学雑誌第 69 巻（2023）、第 1～4 号（第 2 号は総会抄録号） 
・日本医史学雑誌第 70 巻（2024）、第 1～4 号（第 3 号は総会抄録号） 
3）月例会 
・2022 年：1、3、4、6、10、11 月、神奈川地方会と合同：9 月、6史学会合同：12月 
・2023 年：1、3，4、6、10、11 月、神奈川地方会と合同：9 月、6史学会合同：12月 
・2024 年：1、3、4、5、6 月、（以下予定）10 月、11月、6 史学会合同：12月 
4）日本医史学会編『医学史事典』 
 日本医史学会所属の研究者を中心に執筆を行い、丸善出版から『医学史事典』を 2022 年 7 月に刊行
した。 
ｂ.当該領域における国際的な役割 
医史学 history of medicine は医学・医療の歴史を研究対象とする。現代の医学・医療medicine 

は西洋医学から生み出された近代医学で、人体と病気について探究する科学としての側面と、患者の病
気を癒やす実践としての側面がある。この世界共通の近代医学の他に、それぞれの文化圏には固有の伝
統医学があり、現在でも代替医療として一定の役割を担っている。 
日本における医史学の役割は、一つには世界共通の近代医学の歴史を解き明かすことであり、もう一

つには日本の伝統である漢方医学の歴史を研究することである。さらに近年では、医学・医療と社会と
の関係も医史学研究の視野に入ってきている。 
近年、医師・医療者出身の医史学研究者が世界的に急速に減少しており、医史学研究の活力が著しく

低下している。日本医史学会には医師・医療者出身者が数多く在籍しており、その研究は世界の医史学
の発展に大きく貢献するものである。 
さらに我が国固有の漢方医学は、代替医療としても国際的に認められつつあるが、その歴史研究は我

国の医史学者による研究が大きくリードしている。 
またアジア各国の医史学会との連携も深めており、台湾医学史学会、韓国医史学会との間で研究者の

交流を行っている。 
 



ｃ.活動からもたらされる社会的な意義 

日本医史学会会員は、学会の大会での研究発表や雑誌での論文として研究成果を発表するが、それ以
外に、それぞれ著作を通して広く医史学の成果を社会に伝えている。その中の優れたものについて、日
本医史学会では矢数医史学賞で表彰している。最近 3年間では以下のものが受賞作となっている。 
・第 36 回（令和 6年）：向静静『医学と儒学 近世東アジアの医の交流』人文書院 
・第 35 回 (令和 5 年)：岡田靖雄『相馬事件―明治の世をゆるがした精神病問題その実相と影響―』六

花出版 
月澤美代子『ツベルクリン騒動―明治日本の医と情報―』名古屋大学出版会 

・第 34 回 (令和 4年)：洋学史学会 監修『洋学史研究事典』思文閣出版 
藤本大士『医学とキリスト教―日本におけるアメリカ・プロテスタントの医療
宣教』法政大学出版局 

ｄ.学会運営上留意している点 

日本医史学会は、その会員が医師・医療系に限らず、漢方医学系、歴史・社会系も多数含まれており、
学際的 interdisciplinaryな研究が行われている。その分、会員の価値観が多様であり、その多様性を尊
重するような運営を心がけている。 

 
Ⅱ.日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会と他の分科会との連携による活動を記載して下
さい． 
他の分科会との連携はとくに行っていない。 
日本医学会に連携する活動はいくつか行っている。 

・日本医学会聯合創立 10 年記念事業（2024 年 4 月）では、『日本医学会連合創立 10 周年記念誌 一
般社団法人日本医学会連合の設立を振り返る』に日本医史学会副理事長の坂井建雄が執筆を協力し
ている。 

 


